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・「一 ｬ型精溜装置を圓錐底型
　　　　　　　四噂ツロ。プラスX

、．L♂比較的多量でない，例えば’20　cc附邊czl液盤を精

「密分溜しようと即とき厭fge　’　．

曙駕諭6畿畿㌘鱗i
噛（b…18°°C・未補正）・・’ 烽Q、6渉瀟訪・
℃cを舞合レて工時間煮沸し、一
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化合物をつくるこ｝を知゜

ることができたし遊離ピ0斜

リジン7ccはあざやか

1鍵婁蕪姦’　L

ズコにアスベズトひもtt

（細手）ニクPム線，アス

ベ弓トひも（細手）の順で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25co
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lh40『→・

　　　　　　　　　　　　　　　第2圖

　　　　　　　　　　ヘキシノレ・レゾノVシンの・国團■N二三の新坊，レ

　　　　　、　　．　、i永井芳男・田邊正士・黒川1壽i＿ii

　合成蜘蜘繭は’P・D…L・m・・n1）のm究以後，現’

在までに種々な化合物が試作された演結局著名な・くキ

シル・レゾルジン（1）が最良とされている．しかし，

、その2個の海離ヒド・キシル基により1肌器粘膜を害

、するため，輕ロ使用ははなはだ困難を俘い現在ばもっ一一一一一

ばらカプセル等が使耶されているii從て，1の鮭莉戟’
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　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　ぜ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生薩研究“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　’，内鰯から巻く，．ニクロム線は100Wの亀のを上部は粗

　　　　　に・下部に從て密（最上部間隔5ilm，最部下間SS’　2　m

　　　　’m）に巻く・B部にななあに側管を設け，主管，側管そ

　　　　　鞭ぞ練特殊細型搬計脛3mm｝’長さ脅0・m倖，
　　　　　0～250℃，・1°目盛，市販入手｝を挿入し，それぞれA，噛

　　　　　B黒占にその水銀球がくるよ’5に移・プラス・の球neUt

　　　　　に近いCには「、くびれ」を設け，充填ガテス球（d＝3

　　　　mm）が落ちないようにする．　Bの温度計の水銀球にみ

　　　、　れない程度のところからCまでギラス球を充唄する」i

　　　　　　：一ク゜ム線噸軍し・攣塵器お、よびスライ晦抗を用

　　　　　いてA～Bの漉度差が常に
　　」“　’1．5～2．0°Cになるよう｝（調節

　　　　する・加熱は第3圖のような
　　　　　　ノ　　　　　ミクロバーナrでG．S．式バ

　　　　、rs“’Xト金鋼樋してフラスコゴ第3圖　t一
　　　　底部を加熱する・耀の高さ最高4　cm，’太さ最大0．5　cm，

／騰畿職編歪灘震肥
　　　　た．バーナーおよびフラスコ部は風から蓬蔽する．この．

豪齢騰は癩騨嘱溜出雌で充分であ
　　　　つた．流出速慶は1分間1滴を嚴守する．　　　　　ご
　　　　　II・臥E・Up9・・dが考案した離底型のグニアール・

　　　　　フラスコ（作學の領域・61月脇63）は三ツロであるが

　　　　有齢廊は四ツqがさら眼利であb，わ纏れのと

　　　　ころで厚牌後す．くに考案して「な．がゐ式プラスn」』とよ’

　　　　んでV｝たr少量の揚合絶封に便利であ翫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永井芳男・青山正壮〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・『　　　　一”、

　　　　性化の努力まして從來ダ1のヂーテル類，，エスiテル類．

　　　　又は魎基との分子化合物等が試作され，叉塵素化合物

　　　　も合成された．ここには1と屡れそれかニトP塵化
　　　　べ〃脅（II－C1）・α一馴ピナ7トイ・レ（III－CI）な．ら

　　　　びにβ一塵化ナフFイル（rv’－Cl）≒をSchotten・Bau－

　　　　mann法により3種のヂエステル（V，　X＝＝　ll，血1，　IV）

　　　　を合成したことについて麺ぺる．いずれも噺化合物で

　　　　ある．　　　　　’　　　　‘　　　　　　　　　　　一
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　．1はエーテル“v3回再結晶を繰返して極めて純1

≒し紬鰍鍬結晶で臨P66貿67℃の憲のを用・∵
た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．t　　　－

　a）ヘキシル・レゾルシンーヂー　p－　：トロベンゾエ

ード⑰X＝H）50・c三ツロ・・ラス・に1，2．09を

苛性ソーダ水溶液（10％）10．49に溶解し，これにII－

Cl（m・P・・72・5～73・5°C）4・8・9をエーテル32cc麟鯉

した溶液を一時に加え，室温で2時間急激に氣密箆舞

する。エーテル溶液を加えるとただちに温度が上昇じ

約5分間で最高31℃となり，擁i絆をつ5けううち，

教第に下降して室温（20°C）となる．1の苛性ソーダ

溶液の髄囎失P・エーテル溶液は黄色とな舶色
沈澱が生成する．

　反磨後生成物を濾引レ，最初10％苛性ソ【ダ水溶
液で灘し次で永で中性まで洗臨6◎°ρで乾燥する．
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